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（２）重点施策に関する検証

（３）当該重点施策に関連する事業について（合計事業費）

子ども医療費助成事業 出産祝金支給事業
公立保育所運営費ほか２
事業（第３子）

検
証
内
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⑤ 4年度施策の方針に関する事務事業名

16.7 概ね順調 66.7％

③現状と課題、方向性、数値目
標・ＫＰＩ達成に向けた課題・問
題点

　出産・育児について、少子化、核家族化により、実際の子育てを見る、体験するという経験が少なくなり、自身の子どもが初めて触れる子ども、という保護者が増えている。また、育児
の協力者や相談相手が身近にいないまま、ネットや雑誌により情報過多となり育児不安が強い保護者が増加傾向である。加えて、令和元年度後期からは、新型コロナウイルスによる、
妊娠、出産への不安も出てきている。安心して子供を産み、育てよう、という気持ちが高まるよう、妊娠から乳幼児期までの各種事業、子育て世代包括支援センター等相談窓口の周知
により、育児不安の早期解消に努める必要がある。
　出生数自体が年々減少傾向にあることから、紙おむつ購入券給付件数は、単純に目標値を上回るのことは難しい状況が続いているが、引き続き、旭市の独自事業を含めた子育て
関連事業の周知啓発（広報誌、ＨＰ、ＳＮＳ、関連窓口でのリーフレット配布等多様な方法）を実施し、３歳未満児の保育所利用の増加や各種制度の利用率向上を図る。
　家庭教育学級の合同学習会では、参加者の学習意欲が高いため、講師選定が重要となっている。このため、参加者の要望を把握するためのアンケート調査や、近隣の学習会への
参加、開催状況の調査を行い、魅力のある講師の選定に努めていく必要がある。また、学習会時の預かり保育を必要とする保護者が多く、受け入れ態勢に課題がある。
　放課後児童クラブの加入児童数は、近年の少子化傾向の状況でも、共働き世帯の増加などにより、毎年増えている。、今後数年間は利用児童の増加傾向が続く見込みであり、施設
の確保（空き教室）や、長時間勤務可能な支援員の不足が課題となっている。児童生徒及び多子世帯は減少しているが、給食費無償化対象年齢等条件の見直しや完全無償化な
ど、支援の拡充の要望がある。無償化拡充には、食材購入に充当する恒久的な財源の確保が必要となる。
　婚活イベントの女性参加者について、R2年は募集枠に達しなかった。新型コロナウィルスの影響もあるが、例年募集枠に達していない状況にあるため、女性参加者を増やすことが課
題となっている。

④ 4年度施策の方針

　子育て世代包括支援センター（母子保健型）における相談支援体制を整備し、妊娠・出産・子育て期までの切れ目のない支援を図る。各種事業を通じて育児不安や負担を把握し、
早期に解決できるように支援する。コロナウイルス感染症の蔓延により、育児の仲間づくりが行えない場合は、個別支援で対応していく。
　第2期旭市子ども・子育て支援事業計画に基づき、施策の進捗状況等に応じ、旭市子ども・子育て会議で意見を伺いながらPDCAサイクルを行い、子ども・子育て世帯への経済支援
等を実施していく。また、新型コロナウイルス感染症の影響を注視しつつ、変化する子育てを取り巻く環境変化に即したニーズを的確に把握し、既存事業については、必要に応じて運
用方法の見直しをするとともに、新規事業の実施についても検討を行う。
　家庭教育学級については、親の役割や家庭での教育などの情報提供、保護者同士の交流の場として、引き続き運営を支援していく。また、コロナ禍での開催方法を含め合同学習
会の充実を図っていく。
　放課後児童クラブでは、今後の需要動向を注視し、引き続き施設の確保のため空き教室調査等を行い、支援員の勤務体制・時間を見直していくとともに民間業者への業務委託を検
討する。第３子以降学校給食費の無償化は、児童生徒の保護者の経済的負担軽減を図るため、本年度と同様に継続して実施する。幼稚園施設等利用給付事業も、少子化対策の一
環として、必要な事業であるため、継続していきたい。
　婚活事業については、新型コロナウイルスが落ち着くまでの間は、後継者対策協議会と協議しながら、可能な限りイベントを開催し、出会いの場を提供できるよう支援を行う。新型コロ
ナウイルスが落ち着いた後は、近隣市、関係団体との連携を図り、新たな出会いの場を提供する。また、引き続き、病院や保育所等女性が多い職場への周知や声掛けを行い、女性参
加者を増やし、婚姻数の増加へとつなげていく。

数値
目標

ＫＰＩ

② （１）数値目標・ＫＰＩの
実績値と（２）－①の状況
の理由等

【達成状況 合計特殊出生率：Ｄ　出生数：Ｃ】出生数は平成29年459人に比べ、30年396人、令和元年393人,令和2年402人と減少傾向。出生数の減少は、15
歳～49歳の出産可能年齢の女性人口が平成29年～令和元年までに441名減少していることも原因の一つと考えられる。合計特殊出生率も低下している。

KPI６【達成状況:Ｄ】新型コロナウイルスの影響で婚活イベントの開催が難しいなか工夫しながら事業を実施したが、会員の婚姻数は減少傾向にある。
KPI７【達成状況:Ｃ】紙おむつ給付事業のＫＰＩについてはやや前年を下回った。原因としては、出生数減少及び交付対象となる２歳未満の子どもがいる子育て世帯の転入数の減少。
KPI８【達成状況:Ｄ】新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、第１回の合同学習会（5月16日）は中止となった。第２回の合同学習会（11月13日）は感染防止の観点から、東総文
化会館小ホールから大ホールに会場を変更し、９００席中３００席を使用して開催した。コロナウイルスの影響がなければ例年並みの実績になったと推測する。

完了
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数値目標

合計特殊出生率

出生数

現状値

％

年間婚姻数（重2、施7） 12件

順調

365,306 365,306 

393
（元年）

3年度 4年度

488人 402
（2年）

0.0

395,444 

① 施策の進捗状況

単位
1年度
（決算）

2年度 3年度

事業費
合計

千円

15260

（決算） （決算） （決算）

幼稚園施設等利用給付事業 15700

％

（決算）
5年度

5年度

1.28
(30年）

1.26
（元年）

（決算）

1.6

目標値
（６年度）

（決算）

令和１年度 2年度 3年度 4年度

（決算）参考 （決算） （決算）
令和１年度 2年度

（決算）参考 （決算） （決算） （決算）

基本目標 2
結婚・出産・子育ての希望がかない、誰も
が生きがいを持てるまちづくり

関係課
市民生活課 健康づくり課 子育て支援課

教育総務課 生涯学習課

重点施策 102 子宝育成プロジェクト 主管課 担当班

重点施策マネジメントシート 令和 2 年度事後・決算

％

44.70%

停滞 8.3 ％ 実施困難

子育て世代包括支援事業

1793
第３子以降学校給食費の無
料化

39720① 家庭教育活動費

（決算） （決算）
4年度 5年度 6年度

合計

7

1.43

(29年)

396人

(30年)

2

3

8.3

8

目標値
（６年度）

4件

880件 849件 826件

49.8％

乳幼児紙おむつ購入券給付件数
（重2、施7）

家庭教育学級生(小1、中1の保護
者)の合同学習会(2回)の参加率

17.87%

857件

(30年度)

46.0％

(30年度)

4件

推進委員会からの意見（要旨）

⑮子育て世帯への紙おむつ購入券の給付は非常に助かっている。また、ミルク等を支給してもらえるとありがたい。
⑯不妊治療について、保険適用となる治療が増えると思うが、実費負担の部分も多い。また市の特定不妊治療費助成では収入に応じて補助を受けられない場合もあると聞いている。保険適用外治療への補
助、収入要件も補助枠を広げていただきたい。
⑰赤ちゃん全戸訪問では訪問回数が少なく、何回か相談できる枠組みを検討していただきたい。
⑱出会いの場のチラシを企業などに広く配っても良いと思う。
⑲ママ世代でも共働きが増えてきているが、時短勤務をしなければいけない人もいる。派遣社員だと時短勤務が認められていない場合もあり、派遣でも時短勤務ができる企業を増やしていただけると助かる。
⑳放課後児童クラブの対象が小学3年生までとなっている。高学年でも家で留守番させるのは不安。6年生までクラブを利用できるとありがたい。また、小学校で迎えが必要な場合、必ず親が迎えに来るよう
メールがある。フルタイムでの勤務だと学校が終わる4時に迎えにいくことに無理が生じている。
㉑家庭教育学級は、平日開催だと仕事を休む必要がある。休日開催など全員が参加しやすい形で開催できると良い。
㉒乳児検診等で集まった保護者たちで話をする事が無い。保護者たちのコミュニケーションの場を別に設けても良いのかなと思う。
㉓宮城県では、ＡＩ婚活マッチングで1,300人を超える人が参加している。マッチング率は非常に良いとのこと。検討していただても良いと思う。
㉔市内にもたくさんのベストカップルの方々がいる。その人達に結婚の良さ等をPRしてもらう。それも情報誌を利用して毎月お願いし、JAともタイアップして、重点施策をしてもらいたい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え（要旨）
⑮子育て世帯への経済的支援施策は好評をいただいているところです。現在、紙おむつ以外の育児用品購入のための助成は検討しておりませんが、今後も市民ニーズの把握に努め、子育て支援に努めて
まいります。
⑯治療費助成の収入要件は令和2年度から撤廃されています。今後、保険適用となる治療の内容が示されますので、国県の動向を注意しながら制度を見直し、特定不妊治療に伴う経済的負担の軽減を
図っていきます。
⑰赤ちゃん全戸訪問や検診等のほか、子育て世帯包括支援センターにおいて妊娠から子育てまで相談を実施しています。今後は当該センターを幅広く周知し、相談しやすい体制づくりをしていきます。
⑱市内での30前後の事業所にチラシを配布しているところです。今後のチラシ配布に協力いただける企業を増加させ、出会いの場創出事業の周知を図っていきます。
⑲子育て世代から時短勤務等の働き方が求められていることを企業に伝えていきます。
⑳放課後児童クラブで定員に余裕があるクラブは、希望に応じて４年生以上も受け入れを行っているところです。今後は、児童クラブ運営方式の変更等を検討し、受け入れ人数の拡大等を目指していきま
す。また、警報等により小学校への迎えが必要となった場合、状況に応じて保護者や代理人へ引き渡しを行っています。学校に連絡をいただければ柔軟な対応をしているところです。
㉑各学校で開催する家庭教育学級は学校行事や状況等に応じて、弾力的な開催を各学校へお願いしております。全体での合同学習会は年２回開催しておりますが、平日と休日で１回ずつ開催し、どちら
かでも参加できるよう計画しております。今後も、保護者の皆様の意見を伺いながら、家庭教育の充実を目指してまいります。
㉒旭市子育て支援センターハニカムや私立保育園等に子育て支援センターを設置し、親子のふれあい、保護者の交流や情報交換など、子育て中の親子の交流を深める場を提供しています。また、現在整
備を進めている生涯活躍のまちの中に、子ども中心に考えたフィールドである「おひさまテラス」を整備します。保護者同士のコミュニケーションが取れるような場所も設置する予定です。保護者間の相談や情
報交換の場としてご利用いただけます。
㉓旭市出会いコンシェルジュでは様々なイベント内容について、調査研究の上実施しております。ご提案いただきました内容につきましても、調査研究させていただきたいと思います。
㉔旭市出会いコンシェルジュとしましても、結婚の良さ等を周知していくことは重要であると考えています。現在、情報誌等への掲載は行っておりませんが、ホームページにてご結婚された会員の方々の幸福
なコメントを掲載しております。引き続き、結婚の魅力等のＰＲに努めて参ります。

一般財源
合計

241,870 

4500 出会いの場創出事業 19200 育児支援事業 19300 赤ちゃん全戸訪問事業 19060

放課後児童クラブ運営事業

622,645 622,645 

15000 14800 14900 16800乳幼児紙おむつ給付事業

KPI達成状況の評価（数値目標）

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以下）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



（４）重点施策関連事業
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成果
指標

事業費
千円

0 235,269

一般財源

人

1,791 1,128

2,697

1,344

25,500

（決算）

5年度

（決算）

0

2,314

％

 第２子出産に係る経済的負担軽減額（出産祝金額）

事業参加延人数

1,235

千円

千円
一般財源

成果
指標

事業費

200

25,500

614

1,128

100

135

468

治療費負担軽減率（助成金額／自己負担総額）　 29.1 28.2

2,930

千円

成果
指標

紙おむつ購入券の利用枚数 枚 39,371

放課後児童クラブ加入児童数（月平均） 人数 720

15000
乳幼児紙おむつ給付
事業

事業費
千円

30,159

子ども医療費助成事
業

事業費

30,159

成果
指標

10,447

2,930

127,124

千円

7,142

2,314

51

100

28,321

28,321

37,686

1,791

2,314

12,765

○

39720① 家庭教育活動費
事業費

千円
1,894 1,344

成果
指標

児童・生徒１人当たり家庭教育学級参加回数（延べ参加者数／〔小学校１年生児童数＋中学校１年生生徒数〕） 回 3 1
相談によって悩みや不安が解消された相談者の割合 ％ 100.0 100.0

（決算） （決算）

○

1793
第３子以降学校給食
費の無料化

成果
指標

１人あたりの軽減額（平均） 22,403

主な
事業 事務事業 単位

1年度
備考欄

6年度

1

3

223,057 193,084
一般財源 153,849 136,137

 子ども一人あたり医療費負担軽減額（中学３年生まで） 円 26,102 22,669
2

一般財源 0 136,882

円

成果
指標

622

30,237

○

14900 出産祝金支給事業
事業費

千円

○

一般財源

一般財源 19,262

一般財源 30,750

成果
指標

第３子出産に係る経済的負担軽減額（出産祝金額） 千円 200

15700
放課後児童クラブ運営
事業

事業費
千円

99,828

○

30,750

○

19330
特定不妊治療費助成
事業

事業費
千円

4,016

千円

7

8

一般財源 14

成果
指標

親と子どもの絆プロジェクト事業を活用して行われた事業数 件 55

6
一般財源 4,016

成果
指標

一般財源 1,894

○

15920
親と子どもの絆プロ
ジェクト事業

事業費
千円

事業費
千円

9

10

一般財源

成果
指標

育児の仲間づくり支援事業延べ参加者数（両親学級、子育て学級、離乳食教室、親子遊び教室、赤ちゃんふれあい体験、育児サークル参加者数） 人

一般財源

11

○

19060 子育て世代包括支援事業
事業費

千円

成果
指標

 「この地域で、今後も子育てをしていきたいと思う」人の割合（乳児健診時「そう思う」「どちらかといえばそう思う」人の割合） ％

○

19200 育児支援事業
事業費

事業費
千円

45

成果
指標

イベント（講演会を除く）に参加した人数 人 168 20

会員で結婚報告があった数 人 4

0 4,351

96.3

○

4500 出会いの場創出事業

12

4

一般財源 135 45

成果
指標

  対象多子世帯１件当たり補助金交付額(決算／交付件数）但し、本事業はR元.10～に開始した為1年度実績は6か月となる。よって比較する為に（決算/交付件数）×2とした。 円 54,000 45,000

一般財源 0 0

○
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成果
指標  子ども一人あたり医療費負担軽減額（高校生等） 円 9,409
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